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ご
む
頭
芸

1"

ー
成
長
の
ア
ジ
ア
・
停
滞
の
ア
ジ
ア
ー

世
界
経
済
の
大
き
な
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
今
日
、
ア
ジ
ア
地
域
の
諸

国
は
そ
の
経
済
成
果
と
い
う
指
標
で
み
る
と
き
ど
う
も
二
つ
の
地
域
に
分
解
を
は

じ
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
日
本
を
第
一
走
者
と
し
て
東
ア
ジ
ア
・
ニ
ッ
ク
ス
、

ア
セ
ア
ン
と
続
く
環
太
平
洋
地
域
で
の
高
度
成
長
と
‘
太
平
洋
に
は
面
し
て
い
な

い
イ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
南
ア
ジ
ア
地
域
で
の
経
済
停
滞
と
で
あ
る
。
渡
辺
利
夫

教
授
の
た
く
み
な
表
現
を
使
用
す
る
と
ま
さ
に
、
成
長
の
ア
ジ
ア
と
停
滞
の
ア
ジ

ア
ヘ
の
分
解
で
あ
る
。
こ
の
事
態
を
ふ
ま
え
て
‘
環
太
平
洋
経
圏
と
い
っ
た
地
政

学
的
概
念
あ
る
い
は
個
教
文
化
経
済
圏
と
い
っ
た
宗
教
社
会
学
的
概
念
が
学
問
的

に
も
注
目
を
あ
つ
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
筆
者
は
、
高
度
成
長
を
実
現
し
て
い
る
諸
国
が
い
ず
れ
も
小
国
で
あ

る
と
い
う
事
態
が
意
外
に
注
目
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
の
経
済
を
観
察
す
れ
ば
誰
に
で
も
す
ぐ
明
ら
か
に
な
る
よ

う
に
、
小
国
は
世
界
市
場
・
世
界
資
本
•
世
界
技
術
と
い
っ
た
国
の
外
側
に
あ
る

要
素
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
国
内
経
済
全
体
と
し
て
の
近
代
化
を
達
成
さ

せ
て
ぎ
た
。
イ
ン
ド
を
典
型
と
す
る
大
国
は
、
そ
の
国
内
経
済
社
会
の
複
雑
な
構

造
故
に
外
側
の
要
素
を
活
用
す
る
だ
け
で
は
国
内
経
済
全
体
と
し
て
の
持
続
的
な

拡
大
再
生
産
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
は
ぼ
不
可
能
に
近
い
は
ず
で
あ
る
。
外
側
要

素
の
積
極
的
導
入
を
は
か
り
は
じ
め
た
中
国
も
ほ
ば
同
質
の
問
題
を
も
っ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
国
、
小
国
と
い
う
視
角
か
ら
ア
ジ
ア

経
済
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
が
無
意
味
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

レ

（
原
洋
之
介
）

ー



ゴ

ム

、

コ
コ

ス

リ

ラ

ン

カ

経

済

は

主

妬

農

業

妬

依

存

し

て

い

る

°

用

さ

れ

て

い

る

°

六

H
六

万

ヘ

降

水

が

あ

る

が

、

ス

リ

ラ

ン

カ

は

東

南

方

向

四

四

五

キ

ニ
ニ
五

南

部

侭

狭

く

、

気

象

状

況

は

、

条

件

妬

影

響

を

受

け

て

丘

陵

部

で

は

候

で

あ

る

。

総

耕

地

面

積

は

、

•
三
キ

置

し

て

い

る

°

陀

浮

か

ぶ

と

の

島

は

、

六
五
•

六

共

和

国

は

、

長
年
、

ナ

ッ

ツ

で

あ

り

、

ク

タ

ー

ル

で

あ

り

、

セ

イ

ロ ロ

ン

の

名

前

で

親

し

ま

れ

て

レー

メ

ー

ト

米

は

国

内

消

費

用

作

物

で

あ

る

°

で

あ

る

°

そ

の

周

辺

は

平

野

で

あ

る

が

、

そ

の

五

分

の

北
部
、

海
抜
、

0
平

方

キ

I

は

じ

め

に

ロ

中

央

北

部

、

四

度

か

ら

二

四

度

で

あ

る

。

い
る
。

メ

ー

ト

ル

の

山

脈

が

連

な

り

、

は

す

で

花

農

地

と

し

て

利

一

年

の

大

半

は

乾

燥

気

平

野

部

の

平

均

気

温

は

二

六

度

か

ら

二

八

度

、

モ

ン

ス

ー

ン

お

よ

び

赤

道

忙

近

接

し

て

川

は

平

野

部

化

放

射

線

状

促

流

れ

、

北

部

忙

広

範

侭

広

が

っ

て

い

る

°

内

海

部

分

九

八

二

平

方

キ

北
部
、

い

た

ス

リ

ラ

ン

カ

民

主

社

会

主

義

総

面

積

お

よ

そ

ン

ド

洋

中

央

部

最

も

幅

広

い

部

分

は

、

島

の

中

央

部

妬

は

最

高

峰

二

、

耕

地

の

四

分

の

ロ

北

緯

五

度

か

ら

九

度

、

ロ

山

岳

部

を

上

流

城

と

す

る

河

悔

妬

往

い

で

い

る

。

い

る

地

理

的

南

西

部

の

丘

陵

地

帯

忙

は

十

分

な

西

部

地

帯

は

、

一

を

占

め

る

森

林

お

よ

び

保

安

林

を

含

め

、

レ
ヽ
）
 

メ

ー

ト

主

な

輸

出

作

物

は

、

東

経

七

九

度

か

ら

八

0
度

妬

位

メ

ー

ト

ル

の

小

さ

な

島

で

あ

る

。

イ

メ

ー

ト

ル

を

含

め

、

茶、

西
部
、

五

二

四

保
健
大
臣
ラ
ン
ジ
ッ
ド
・
ア
タ
パ
ト

ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
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(2) 

率

が

年

率

三

の

流

出

超

過

で

あ

っ

中

東

お

よ

ぴ

ア

以

上

の

二

つ

口

流

出

は

、

~
 

ー

ィ

で
あ
り
、

し
、

テ

ー

ト

労

働

者

の

本

国

送

還

、

フ

リ

カ

大

陸

へ

の

要

因

侭

よ

る

も

の

で

あ

る

。

ン

ド

人

エ

ス

． 

な

人

口

年

率

増

加

率

と

自

然

増

加

率

の

差

は

、

そ

の

間

の

年

率

人

口

増

加

率

は

九

七

一

年

か

ら

一

九

八

． 

年

花

は

約

一

開

始

さ

れ

た

が

、

侭

三

七

四

伶

で

あ

っ

同

期

間

の

死

亡

率

は

亡

率

の

急

速

な

低

下

侭

比

し

て

、

過

去

二

0
ー――

-
0
年

間

沢

お

け

る

急

速

な

人

口

増

加

陀

つ

な

が

っ

II

人

口

事

情

ス

リ

ラ

ス

リ

ラ

ン

カ

系

タ

二

の

水

準

を

示

し

て

ー
ア
人
六
•

％
、

エ
ス
テ
ー
ト
六
•

ミ

い
る
°

す
る
水
準
八
•
平
均
寿
命
、

ル

人

九

そ

の

他

は

． 

六

0

0
万

人

忙

増

加

し

た

。

九

四

六

年

当

時

六

六

0
ガ

人

で

あ

っ

と

れ

は
マ

五

伶

で

あ

る

。

農

村

部

七

二

％

、

都

市

部

二

人

種

別

人

口

比

率

は

、

レ

ー

人

等

で

あ

る

°

人

当

り

国

民

所

得

が

三

I
i
0
米

ド

乳

児

死

亡

率

、

た

出

生

率

は

、

居

住

地

別

人

口

分

布

を

み

る

と

、

ミ

ル

人

五

リ
人
七
四
％
、

・

（

寿

命

の

質

的

側

面

化

関

鏃

字

率

を

用

い

て

算

出

＞

）

人

当

り

の

国

民

所

得

が

五

、

ン

カ

が

過

去

四

0
年

間

忙

わ

た

り

行

な

っ

無

償

教

育

を

含

め

た

社

会

福

祉

政

策

の

成

果

て

あ

る

°

ニ
ー
ク
な
状
態
は
、

て

き

た

無

料

医

療

サ

ー

ビ

ス

、

年

間

人

口

増

加

数

は

二

七

万

五

千

人

で

あ

る

°

•
六
伶
、

た

と

と

妃

起

因

し

て

の

出

稼

ぎ

労

働

、

•
三
協
侭
低
下

協

妬

低

下

し

て
と
の

e
‘, 

と

と

カ

こ

の

よ

う

同

期

間

花

お

け

る

人

口

純

移

動

こ

れ

ら

は

恒

久

的

な

事

象

で

は

な

.
0
九

％

で

あ

っ

年

の

セ

ン

サ

ス

間

人

口

増

加

率

は

出

生

率

低

下

は

緩

慢

で

あ

り

、

八

協

か

ら

六

・

九

八

六

年

花

は

い
る
。

た
0

と

の

人

•
七
六
伶

て
い
る
°

い
る
。

九

四

六

年

九

六

0
年

代

か

ら

出

生

率

低

下

が

た

ス

リ

ラ

ン

カ

人

口

は

、

ド

ル

で

あ

る

先

淮

諸

国

陀

匹

敵

す

る

水

準

で

あ

る

°

ス

リ

ラ

ン

カ

は

開

発

途

上

国

の

な

か

で

も

P
Q
L
I

と

の

ユ

ル

と

い

う

低

い

水

準

陀

も

か

か

わ

ら

ず

、

イ

ン

ド

系

タ

シ

ン
,, 

九

八

七

3 -

0

0

0
米

が

八

•
六
％
、

死 ム

•
五
伶
、



合

計

出

生

率

お

よ

び

年

齢

別

出

生

率

が

と

も

陀

低

下

傾

向

を

示

し

て

い

る

と

と

九

七

い

る

妬

も

か

か

わ

ら

ず

、

表

九

}¥ 

い
る
。

年

化

は

八

晩

婚

化

花

よ

る

効

果

は

広

範

囲

陀

わ

た

る

避

妊

法

普

及

の

効

果

よ

り

も

貢

献

度

昇
は
、

。 引

き

続

き

上

昇

し

て

い

る

°

向

を

示

し

て

年
陀
ニ
―
―
―

陀

か

け

て

の

結

婚

年

齢

は

が

少

な

い

よ

う

で

あ

る

°

•
四
伶
妬
上
昇
し
、

人

口

の

絶

対

数

が

増

加

し

て

は

往

目

妬

値

す

る

°

因
は
、

九

八

． 

こ

れ

ま

で

過
去
―

-
0
年

間

陀

お

け

る

出

生

率

の

低

下

妬

よ

る

も

の

年

齢

階

級

別

婚

姻

関

係

陀

関

し

て

概

観

す

る

と

、

い

た

結

婚

年

齢

は

•
五
歳
で
あ
っ

•
九
歳
上
昇
し
て

で
あ

ろ

う

0

年

妃

は

六

五

四
歳
人
口
）

四

伶

妬

増

加

し

て

と
と
は
、
っ
た

い
る
°

い
る
°

ス

リ

ラ

ン

カ

妬

お

い

考

え

る

上

で

重

要

な

問

題

と

な

い
た
め
、

． と

五

歳

以

下

人

口

比

率

が

注

目

陀

値

す

る

と

と

で

あ

る

。

従

属

人

口

は

た

結

婚

年

齢

は

、

つ

い
る
°

て

若

年

人

口

比

率

が

高

い

と

と

は

、

年
妬
―
―
―
五

経

済

活

動

人

口

の

よ

う

な

傾

向

の

主

な

原

女

子

平

均

初

婚

年

齢

陀

つ

い

て

み

る

と

年

妬

は

二

四

の

間

の

上

昇

と

比

較

し

、

歳

上

昇

し

て

の

出

生

率

低

下

の

主

な

原

因

の

今

後

の

出

生

率

低

下

の

要

因

で

あ

る

と

と

は

年
妬
七

0
•

九
伶
で
あ
っ

た

女

子

鏃

字

率

は

年

加

三

九

伶

•
三
％
化
低
下
し
た

で
あ
る
。

0
年

間

陀

お

九

六

三

ー

七

女

子

の

結

婚

年

齢

の

上

で

あ

っ

た

0

い

う

ま

で

も

な

い
と
と
で
あ
る
が
、

女

子

結

婚

年

齢

の

上

昇

陀

璽

要

な

影

響

を

与

え

て
侭

示

す

よ

う

侭
年

四

歳

花

九

七

•
六
％
庇
減
少
し
て
い
る
°

比

率

は

一

九

七

一

年

の

五

六

J ＼ ．
 

九

八

っ

て

い

る

°

九

八

九
七
一
年
の
七
六
•

八

伶

か

ら

一

九

八

方
、

年
の

と

従
っ
て
、

九

七

晩

婚

化

は

． 
九
七
い

て

も

九

四

六

年

か

ら

上

昇

傾

％

か

ら

年

化

は

六

〇

五

ー

六

人

口

増

加

を

人

口

増

加

率

よ

り

も

自

然

増

加

率

陀

焦

点

を

あ

て

る

方

が

賢

明

で

あ

- 4 



の

要

因

を

あ

げ

る

と

と

が

で

き

る

°

0

0

0
妬

対

し

、

•
三
か
ら

妬

低

下

し

て

九

四

0
年

代

忙

お

け

る

死

亡

率

の

急

述

な

低

下

妬

関

し

て

は

、

な

か

で

も

重

嬰

な

の

は

そ

れ

以

前

の

期

間

よ

り

純

化

し

て

い

る

°

八

二

年

の

間

陀

も

死

亡

率

低

下

が

継

続

し

て

い

る

が

、

八． 

生

四

五

゜． 六
陀

低

下

し

た

0

．
 

い
る
°

統

計

が

得

ら

れ

る

六
か
ら
一
―

1
0

九

七

二

年

か

ら

の

協

妬

低

下

し

た

。

妊

産

婦

死

亡

率

は

出

生

九

七

二

年

忙

八

． 
協

で

あ

表1: 合計出生率と年齢別出生率

年次

3

3

1

7

8

9

1

 

5

6

7

7

7

7

8

 

9

9

9

9

9

9

9

 

1

1

1

1

1

1

1

 

合計1f1生率

1

6

8

8

5

0

5

 

1

7

1

7

8

9

4

 

5

4

4

3

3

3

3

 

年齢別出生率

15-19120-2 412 5-2 913 0-3 413 5-3 914 0-4 4 

0

9

 0

0

0

 2

8

 

6

5

4

3

4

4

3

 

9

7

5

4

0

2

5

 

4

0

8

7

8

8

2

 

2

2

1

1

1

1

1

 

8

3

3

4

8

8

0

 

9

3

3

3

3

3

0

 

2

2

2

2

2

2

2

 

0

5

0

2

7

3

4

 

3

4

0

8

8

9

5

 

2

2

2

1

1

1

1

 

3

3

2

6

2

3

2

 

4

5

3

9

9

9

9

 

1

1

1

 

6

6

0

9

9

1

3

 

3

4

4

2

2

2

2

 

出所）センサス統計局

つ

． 

た
普
通
死
亡
率
は
一
九
八
二
年
妬
は
六
•

表 2: スリランカ妬おける死亡率の時系列変化ー 19 4 0年ー 1980年

五
陀
‘

は
、

0
年

間

柘

、

妊
婦
‘

0
 O
O
!
s
a
対
し
、

新

出

児
、上

い

く

つ

ヵ

．
 九

三

か

ら

乳

児

死

亡

率

は

出

新

生

児

死

亡

率

は

一

1
1
0

九

七
1

一ー

低下の速度妬関して

年 次 普通死亡率 乳児死亡率 妊産婦死亡率 新生児死亡率

1945 2 1. 5 139. 6 1 6. 5 7 5. 5 

1946-1950 1 4. 3 1 0 0. 6 9. 3 6 2. 5 

1951-1955 1 1. 2 7 4. 8 4. 7 4 5. 4 

1956-1960 9. 5 6 2. 8 3. 6 3 8. 6 

1961-1965 8. 4 5 4. 2 2. 6 3 3. 2 

1966-1970 7. 9 5 0. 5 1. 7 3 2 

1971-1975 8. 2 4 6. 6 1. 2 2 9. 2 

197 5~1930 6. 9 3 9. 06 0. 82 2 4. 7 

出所） Registrar General's Statistics から算出

5
 



対
し
、
政

府

は

、

一
ー
ズ

計

画

の

政

府

は

、

サ

ー

ビ

求

め

て

い

る

す

べ

政

府

は

人

口

の

増

加

と

開

発

N

人
口
政
策

野

妬

お

け

る

主

嬰

な

変

化

が

観

III 

財

政

的

ィ

ン

セ

ン

テ

ィ

二

ま
た
、

ー
ズ
、

妬

対

す

る

保

健

サ

ー

ビ

新

生

児

死

亡

率

の

低

下

忙

貢

献

し

て

人
口
の
趨
勢

表

8
陀

示

す

通

り

、

察

さ

れ

る

。

と

の

関

連

を

考

慮

し

て

お

り

、

こ

の

観

点

妬

た

ち

、

年

妬

就

任

し

た

現

政

府

は

、

発

的

妬

家

族

計

画

サ

ー

ビ

特
妃
、

て

の

人

々

ス

を

供

与

し

て

そ

れ

ぞ

れ

の

夫

婦

が

信

頼

で

き

、

知

談

忙

裏

付

け

ら

れ

た

方

法

で

、

す

る

た

め

の

基

本

的

権

利

を

認

め

て

す

な

わ

ち

、

の

情

報

と

教

育

サ

ー

ビ

仰

対

し

て

、

ス

を

提

供

し

、

家

族

計

画

を

提

供

す

る

と

と

を

保

証

し

て

自

発

的

妬

不

妊

手

術

を

希

望

し

て

家

族

計

画

運

動

は

、

い
る
°

九

七

七

人

口

分

乳

幼

児

の

予

防

接

種

の

強

化

と

下

痢

症

の

対

策

は

、

で

あ

る

下

痢

症

お

よ

び

呼

吸

器

系

疾

患

の

対

策

が

効

果

を

上

げ

て

い

る

。

ス

に
ス
を 自

さ

ま

ざ

ま

な

利

用

で

き

る

避

妊

方

法

妬

プ

を

与

え

て

九

五

三

年

妬

、

表3 : 人口関連指標の変化 (I9 7 I年、 1 9 8 6年）

個

人

差

の

あ

る

、

人口関連指標 1 9 7 1年近傍 l 9 8 6 年

の

向

上

で

あ

り

、

マ

ラ

リ

ヤ

と

同

様

陀

主

要

な

死

因

乳

児

死

亡

率

や

子

供

の

数

と

出

産

間

隔

を

決

定

と

の

点

陀

つ

政

府

は

家

族

そ

れ

ぞ

れ

妬

特

有

の

て

の

人

々

陀

当

時

の

政

府

の

支

援

を

え

て

い
る
。

い
る
°

(a) 

(b) 

(cl 

(d) 

い

る

す

べ
い
る
°

い
て
、

(e) 

(f) 

ス

リ

ラ

つ

い

て

R
⑯
い
い

g

人口（万人）

出生率（協）

平均家族数（平均子供数）

平均結婚年齢（歳）

男子

女子

死亡率(%,)

出生率平均余命（年）

男子

女子

乳児死亡率（対出生1000) 

総人口に対する人口移動率（対人口 1000)

都市人口比率

総都市人口に対する首都圏人口比率（％）

最大都市（コロンボ）の人口（人）

（人）

1269 

3 0. 1 

4. 2 

28. 0 

2 3. 5 

7. 7 

6 4. 2 

6 7. 1 

4 7. 0 

1 51 

2 2. 4 

4 3. 3 

520, 000 

1612 

2 2. 3 

2. 8 

い
る
°

＊

＊

 

9

4

0

 

1

4

6

 

2

2

 

6 7. 8 * 

7 I. 7 * 
2 2. 6 

132 

21. 5 * 
4 2, I 

7 25, 000 

注）＊は I9 8 I年
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駆

的

努

力

陀

よ

っ

推

計

さ

れ

て

お

り

、

国

家

人

ロ

プ

通

し

て

実

践

さ

れ

て

正

な

移

動

距

離

内

忙

設

置

さ

れ

て

は
約
―
―
五

0
万

組

で

あ

り

、

避

任

普

及

調

壺

侭

よ

れ

ば

、

が

家

族

計

画

化

対

す

る

認

談

を

持

っ

動

侭

従

事

し

て

僻

地

陀

お

い

て

も

家

族

計

画

サ

ー

ビ

国

会

諮

員

陀

よ

り

構

成

さ

れ

て

国

家

人

口

計

画

妬

対

す

る

政

治

的

指

導

性

を

発

揮

し

、

と

と

で

あ

り

、

い

る

四

つ

の

N

い

て

政

府

侭

助

言

を

行

な

う

と

と

で

あ

る

°

発

問

題

と

そ

の

解

決

の

手

段

陀

関

し

て

、

鏃

が

高

ま

る

よ

う

努

力

を

し

て

人

口

政

策

を

成

功

さ

せ

る

過

程

陀

お

ッ

プ

を

発

揮

す

る

と

と

を

可

能

妬

し

て

き

た

0

委

員

会

は

ラ

リ

九

八

二

年

三

月

妬

大

統

領

侭

よ

り

指

名

さ

れ

た

0

＞

国

い
る
°

お
り
、

あ
る
。 °

 

ぷノ の
は
、

会
こ羊
眠

ッ

ト

．
 
ア

ト

人

口

政

策

の

公

式

化

と

プ

員

の

活

動

を

合

計

す

る

と

国

全

体

で

六

五

伶

で

あ

る

。

い
る
°

い
て
、

い
る
。

o
 

サ

ー

ビ

て

い
る
。

ラ

ン

ジ

国

民

の

間

花

必

要

な

リ

ー

ダ

ー

シ

ゥ

ラ

ム

ダ

リ

筆

頭

大

臣

を

議

長

と

し

、

と

う

し

た

関

心

の

高

ま

り

は

、

政

府

の

ス

リ

ラ

ン

カ

国

会

議

員

の

間

で

、

ま
た
、

弐J
w<> ．
 
開

ス

を

強

化

す

る

手

段

が

と

ら

れ

て

7

い
る
°

ン

カ

陀

お

け

る

家

族

計

画

活

動

を

開

始

し

た

ス

リ

ラ

ン

カ

家

族

計

画

協

会

の

先

て

す

す

め

ら

れ

て

き

た

が

、

国

家

政

策

と

し

て

採

用

さ

れ

た

，

そ

の

と

き

の

人

口

は

二

五

0

0
万

人

前

後

と

な

る

で

あ

ろ

ロ

グ

ラ

ム

は

国

全

体

妃

行

き

渡

り

、

ス

施

設

は

、

避

妊

の

実

施

率

は

す

べ

各

地

域

の

人

口

委

員

会

を

こ

れ

ら

の

地

域

陀

お

い

て

適

避

妊

を

必

要

と

し

て

て

い

る

夫

婦

の

数

の

避

妊

方

法

の

実

行

者

ニ

ー

ズ

は

約

二

五

伶

で

保

健

省

な

ら

ぴ

陀

家

族

計

画

活

0

花

よ

り

サ

ー

ビ

ス

が

さ

ら

忙

拡

充

さ

れ

て

い

る

人

口

と

開

発

妃

関

す

る

委

員

会

は

、

委

員

会

の

究

極

の

目

的

は

、

そ

の

計

画

に

参

加

す

る

ロ

グ

ラ

ム

実

践

化

関

す

る

問

題

妬

つ

と

の

委

員

会

は

人

口

再

生

産

年

齢

忙

あ

る

既

婚

女

性

の

す

べ

て

不

適

当

な

人

口

の

安

定

化

を

達

成

す

る

た

め

の

目

標

と

な

る

年

は

―

-
O
五

0
年

近

傍

と

九

六

五

年

が

初

め

て

の

こ

と

で

あ

る

。



忙

携

わ

っ

て

い

る

四

つ

の

N

G

りヽ たヽ ッ
ト

保

健

省

、

(e) (c) (a) 

派

の

国

会

議

員

妬

よ

よ

び

そ

の

実

践

を

担

当

す

る

計

画

実

行

省

の

次

官

が

、

招

集

者

と

な

る

。

お

よ

ぴ

謡

事

録

等

の

関

連

書

類

の

作

成

等

の

事

務

局

の

会

贈

陀

お

け

る

決

定

事

項

妬

関

す

る

国

会

議

員

の

人

口

と

開

発

仰

関

す

る

委

員

会

妃

お

け

る

主

な

活

動

は

下

記

に

示

す

通

り

で

あ

る

°

．
 

文

部

省

、

ト

保

健

大

臣

お

よ

ぴ

数

人

の

教

育

等

関

連

分

野

の

大

臣

、

て

構

成

さ

れ

て

計

画

実

行

省

の

人

口

局

が

委

員

会

会

議

の

組

織

、

人

口

の

政

策

、

の

助

言

°
情

報

提

供

、

発

的

不

妊

手

術

希

望

者

陀

対

す

る

イ

ロ

グ

ラ

ム

関

す

る

す

べ

陀

お

け

る

開

業

医

の

活

用

等

の

人

ロ

プ

て

の

問

題

妬

ロ

グ

ラ

ム

陀

必

要

と

さ

れ

る

政

治

的

指

導

力

と

方

向

性

の

提

示

、

特

択

各

地

域

の

住

民

沢

対

し

て

政

府

が

人

口

政

策

を

実

施

す

る

と

き

妬

、

て

の

国

会

議

員

の

支

持

と

援

助

を

得

る

と

と

。

て

の

現

行

の

法

律

の

人

口

妬

対

す

る

イ

て

の

機

関

、

す

る

事

象

代

対

し

て

を

提

供

す

る

と

と

。

政

府

の

人

口

政

策

は

二

五

会

を

通

し

て

、 す
べ

こ
と
。

(d) 

す

ベ

す
べ プ

計

画

プ

り

主

忙

、

~
 

い
て

e

、

ア

タ

ノ

つ

プ

い
る
。

ヽ

ラ
ム

令

ロ
ク

実

践

妬

関

す

る

す

べ

い

て

助

言

す

る

と

と

0

団

体

妬

対

し

、

の

意

見

を

述

べ

る

た

め

の

簡

単

な

公

開

討

論

の

場

の

行

政

区

域

花

設

置

さ

れ

て

国

中

で

実

施

さ

れ

て

政

区

域

妬

お

い

て

主

席

行

政

官

で

あ

る

各

政

府

工

労

働

省

等

の

他

の

省

庁

の

代

表

、

0

の

代

表

妬

よ

と

れ

ら

の

委

員

会

は

各

行

政

地

域

妬

お

け

る

人

口

の

特

性

を

考

慮

し

、

活

動

妬

関

す

る

年

次

計

画

を

立

て

、

つ

人

口

政

策

と

教
育
•

コ

ミ

ユ

フ

ォ

い
る
°

つ

人

口

政

策

と

プ

と

れ

ら

の

委

員

会

は

こ

れ

ら

の

行

ー
ジ
ェ

て

構

成

さ

れ

て

致

し

た

独

自

の

人

口

活

動

ン

セ

ン

テ

ィ

プ

一
ケ
ー
シ

口

． 
ン

ン

ノ‘゚ ヨ

い
る
°

委

員

会

の

幹

事

お

よ

ぴ

サ

ポ

ー

ト

を

行

い

、

の

支

払

い

、
ラ
ム

ロ
ク

ク

ト

を

評

価

す

る

ロ

グ

ラ

ム

人

口

陀

関

連

い

る

地

区

人

口

委

員

シ

ー

が

議

長

と

な

お

よ

び

人

口

活

動 家

族

ン

サ

ー

ビ

ス

、

妬 自

て

の

問

題

陀

つ

ア

ッ

プ

を

行

っ

て

い

る

° ま

会

議

日

程

政

府

の

人

口

政

策

の

公

式

化

お
超

党
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ら
ず
、

し

ス

リ

カ

夜
た
、

グ
ラ
ム
、

経

験

し

て

き

た

0

を

促

淮

し

て

き

た

0

て

き

た

。

と
プ

ラ
ム

ロ

ク

地

域

レ

ベ

ル

で

、

可

能

化

し

て

＜ ヽ き

た
0

ラ
ム
は
、

い
る
°

過

夫

妬

お

い

て

、

過

去

政

府

は

、

VI

主

な

成

果

ヽ

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

を

実

践

す

る

責

任

を

負

っ

て
保

健

省

は

U

N

I

ン

カ

国

内

の

児

童

の

予

防

接

種

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

組

織

し

た

。

国

会

購

員

の

指

導

の

下

妬

、

国

会

議

員

の

人

口

と

開

発

化

関

す

る

委

員

会

の

役

割

は

、

人

口

陀

関

す

る

諸

問

題

の

認

織

を

高

め

、

政

府

が

人

口

政

策

を

実

践

を

し

て

国

会

議

員

は

、

こ

れ

ら

の

国

会

諦

員

は

、

や

疑

問

点

を

明

確

侭

し

、

下

痢

疾

患

の

人
当
り
国
民
所
得
が
約
―
―
―
五

O
米

ド

い
る
°

給
水
、

さ
ら
妬
‘

彼
ら
は
、

国

内

に

お

い

て

成

功

裡

陀

実

施

さ

れ

て

そ

の

活

動

を

促

泄

す

る

ば

か

り

で

な

い

く

う

え

で

の

支

援

を

す

る

こ

と

を

も

組

鏃

さ

れ

た

機

関

陀

よ

の

問

題

を

提

起

す

る

と

と

を

可

能

妬

す

る

委

員

会

を

も

組

織

し

と

う

し

た

グ

ル

ー

プ

そ

の

結

果

と

し

て

、

ッ

プ

と

多

く

の

援

助

を

提

供

し

て

き

た

0

た

社

会

経

済

政

策

を

実

行

し

て

き

て

お

り

、

他

の

開

発

途

上

国

と

比

較

し

、

と

れ

ら

の

プ

国

会

誂

員

の

中

妬

で

持

ち

上

っ

た

問

題

と

れ

ら

の

分

野

陀

お

け

る

家

族

計

画

活

動

を

始

め

る

諸

団

体

の

支

持

を

得

て

き

た

0

と

の

点

妬

関

し

て

は

ス

ラ

ン

カ

陀

お

け

る

人

口

と

開

発

陀

関

す

る

国

会

談

員

委

員

会

は

、

各

地

域

住

民

花

対

す

る

政

府

の

人

口

政

策

を

実

施

す

る

う

え

で

、

公

衆

衛

生

施

設

等

を

通

し

、

住

民

の

開

発

分

野

侭

お

け

る

婦

人

参

加

を

促

す

と

と

を

通

し

て

、

保

健

向

上

妬

関

す

る

指

導

力

と

援

助

を

提

供

し

て

い

る

。

ン

カ

は

無

料

の

医

療

と

教

育

の

提

供

お

よ

び

食

糧

の

助

成

を

目

的

と

こ

れ

侭

よ

り

社

会

経

済

発

展

を

平

均

寿

命

を

伸

ば

し

、

-
0
年

間

陀

お

い

て

、

こ
れ
ま
で
侭
、シ

リ

ー

タ

ー

予

防

接

種

プ

死

亡

率

を

低

下

さ

せ

、

リ

ル

と

い

う

低

い

水

準

で

あ

る

忙

も

か

か

わ

よ

り

高

い

鏃

字

率

が

達

成

さ

れ

る

と

と

外

国

資

本

を

導

入

し

た

よ

り

っ
て
、

O

E

F

か

ら

の

援

助

を

得

て

、

母
子 ロ

人

口

政

策
ロ

ク

ス

リ

ラ

- 9 -



る
°

年

の

新

し

い

経

済

体

制

は

多

く

の

民

間

部

門

企

業

と

同

様

妬

‘

全

国

レ

ベ
人

当

た

り

所

得

は

、

得

分

配

は

必

ず

し

も

平

等

で

は

な

い

。

所

得

の

全

所

得

陀

対

す

る

比

率

は

全

体

の

五

五

％

を

占

め

て

得

階

層

の

下

位

―

-
0
伶

が

受

け

取

る

所

得

は

全

所

得

の

と

の

状

態

を

是

正

す

る

た

め

妬

、

の

よ

う

な

福

祉

活

動

を

伴

っ

た

食

糧

切

符

制

度

を

実

施

し

て

き

た

°

最

近

数

年

間

妬

お

け

る

農

村

所

得

は

あ

る

程

度

上

昇

し

、

は

阻

止

さ

れ

て

き

た

0

九

七

七

年

妬

履

行

さ

れ

た

新

経

済

政

策

の

重

要

な

目

的

の

の

よ

う

な

プ

間

妬

五

〇

伶

低

下

し

た

0

ベ

リ

．
 

地

改

革

、
(e) (d) (c) (b) (a) 

プ た

軽

工

業

仰

対

す

る

外

国

投

資

を

誘

致

す

る

自

由

貿

易

地

域

の

創

設

と

そ

れ

陀

関

連

す

る

雇

用

機

会

を

創

設

す

る

と

と

。

地

方

自

治

体

陀

活

力

を

与

え

る

と

と

、

置

い

た

農

村

部

の

再

建

運

動

°

農

村

の

地

域

お

よ

ぴ

農

村

の

所

得

向

上

を

主

眼

と

し

た

お

け

る

農

村

総

合

開

発

プ

農

業

助

成

金

の

支

払

い

、

ェ

ク

ト

を

通

し

て

、

ル

の

失

業

率

は

•
七
伶
陀
低
下
し
た

0

ロ

ジ

大

都

市

コ

ロ

ン

ボ

マ

ロ

ジ

ノ‘

ヽ

ェ

ク

ト

ベ

リ． 
プ

五

伶

を

維

持

し

て

き

た

0

と

の

変

化

は

、

現

在

三

五

〇

米

ド

ル

で

あ

る

°

ロ

ジ

灌

漑

施

設

の

設

置

、

す

べ

て

の

部

門

侭

お

い

て

、

政

府

は

、

ロ

ジ

失

業

も

ま

た

、

年

妬

二

九

伶

で

あ

っ

た

失

業

率

は

、

エ

ス

テ

ー

ト

部

門

で

最

も

顕

著

で

あ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
、

九

八

自

由

化

政

策

区

域

等

都

市

へ

国

内

総

生

産

の

年

次

成

長

率

は

平

均

低

下

す

る

傾

向

妬

あ

り

、

政

府

の

投

資

の

優

先

性

は

次

に

示

す

通

り

で

あ

る

°

二

伶

妬

低

下

し

た

0

水

力

発

軍

と

農

業

生

産

性

の

上

昇

を

目

的

と

し

の

都

市

再

建

計

画

°

住

宅

状

況

の

改

善

陀

基

礎

を

ェ

ク

ト

の

実

践

°

所

得

階

層

の

上

位

―

-
0
伶

が

受

け

得

る

都

市

再

開

発

プ

自

由

化

さ

れ

た

経

済

政

策

の

お

か

げ

で

、

七

伶

妬

す

ぎ

な

い

。

住

宅

の

提

供

、

雇

用

機

会

を

増

大

す

る

と

と

で

あ

っ

た

0

九
七
―
―
―
年
の
二
四
伶
か
ら

ェ

ク

ト

の

活

性

化

°

九

八

0
年

妬

は

失

業

率

は

と

の

農

村

部

陀

お

い

九

八

つ
は
、

土

地

の

譲

渡

、

米

等

の

穀

物

妬

対

す

る

補

償

価

格

の

導

入

の

人

口

流

入

い
る
°

マ

と
の
結
果
、

一
方
、

し

か

し

な

が

ら

、

ノ‘ ± 所 所

二

地

域

妬

一

九

七

七
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で

あ

る

°

業

し

て

い

る

°

業

部

門

の

国

内

総

生

産

忙

お

け

る

比

率

は

お

よ

そ

二

八

％

で

あ

る

°

VII 

農

化

が

進

む

中

で

、

人

教

育

、

整

さ

れ

て

い

る

。

て
お
り
、

の

サ

ー

ビ

ス

リ

ラ

ン

カ

政

府

は

U

と

母

親

陀

対

す

る

様

々

な

基

本

的

サ

ー

ビ

供

の

生

存

権

、

わ
ら
ず
、

直

接

的

ま

た

は

間

接

的

陀

農

業

お

よ

び

そ

の

関

連

部

門

で

就

業

開

発

ロ
ジ

!fa 

レ

ク

リ

エ

ー

シ

と

れ

ら

を

通

し

て

子

供

の

成

長

と

発

展

が

強

化

さ

れ

て

い

る

°

失

業

は

経

済

化

お

け

る

菫

要

な

問

題

と

し

て

継

続

し

て

成

長

と

発

展

の

た

め

の

教

育

施

設

、

ス

等

の

提

供

妬

関

連

し

て

の

他

の

活

動

妬

つ

体

璽

測

定

、

省

庁

陀

よ

る

こ

れ

ら

の

プ

ス

リ

ラ

ン

カ

政

府

は

、

を

計

画

し

、

女

子

教

育

、

業

忙

お

け

る

開

発

は

、

万

人

の

人

口

は

、

ス

リ

ラ

ン

カ

農

業

は

、

ヨ

F

と

協

力

し

、

予

防

接

種

、

い
る
°

い
る
。

従

っ

て

、

地

域

分

権

こ

う

し

た

全

般

的

な

状

況

侭

も

関

九

五

五

年

以

来

、

ス

を

提

供

し

て

き

た

。

と

れ

ら

は

子

給

水

と

保

健

、

こ

れ

注

で

の

乳

幼

児

お

よ

ぴ

妊

産

婦

死

亡

率

の

低

下

を

可

能

妬

し

て

き

た

0

農 農 成

関

連

と

う

し

た

政

府

の

政

策

努

力

は

、

授

乳

等

を

通

し

た

出

産

間

隔

の

調

整

な

ど

が

行

わ

れ

職

業

指

導

と

教

育

と

実

行

す

る

た

め

、

と

れ

ら

の

活

動

の

大

部

分

は

地

域

レ

ベ

国

会

議

員

は

住

民

陀

対

す

る

福

祉

サ

ー

ビ

陀

お

け

る

必

要

性

を

指

導

を

す

る

機

会

を

提

供

し

て

ス

リ

ラ

ン

カ

経

済

は

主

と

し

て

農

業

妬

基

礎

を

置

い

て

農

業

は

大

部

分

の

人

口

、

次

の

よ

う

な

二

つ

の

サ

プ

い
て
は
、

ェ

ク

ト

の

実

践

は

計

画

実

施

省

妬

よ

り

統

合

調

っ

た

青

少

年

の

福

祉

の

実

践

化

関

わ

る

活

動

「

青

少

年

と

雁

用

省

」

現
在
、

N

I

O

E

 

ン

活

動

と

ス

ポ

ー

ツ

の

組

織

、

を

設

立

し

た

。

ル

で

実

施

さ

れ

て

お

り

、

い
る
°

て

も

新

し

い

雇

用

機

会

を

創

出

し

て

い

る

°

下

痢

症

の

ス

と

計

画

の

実

践

他

の

開

発

努

力

と

歩

調

を

揃

え

て

行

わ

れ

て

い

る

。

カ

の

半

分

以

上

の

労

働

力

人

口

及

び

土

地

妬

依

存

し

て

労

働

し

て

ス

リ

ラ

ン

い

る

二

0

0

特

陀

農

村

部

妬

お

け

る

主

な

収

入

源

•
セ
ク
タ
ー
化
分
類
さ
れ

コ

ン

ト

>
、
J
 

ロ
ー

い
る
°

そ

母

子

保

健
子

供
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ブ

ッ

シ

て
、

工

ル
1
1

―
1
0
•
九
K
i

ツ

シ

九

八

五

ー

八

六

年

妬

お

け

る

以

上

の

大

規

模

工

工 土
壌
、

の

場

合

は

、

ー

ト

で

栽

培

さ

れ

、

地

所

有

者

妬

委

ね

ら

れ

て

表

四

妬

示

す

通

り

で

あ

る

°

米

の

栽

培

面

積

は

可

耕

地

面

積

の

五

分

の

お

よ

そ

五

0
万

人

が

と

れ

妬

従

事

し

て

過
夫
―
―

-
0
年

間

妬

わ

た

り

、

の

開

発

妬

優

先

性

を

お

い

て

き

た

°

点

が

あ

て

ら

れ

、

研

究

が

行

わ

れ

て

き

た

0

る

植

物

妃

対

し

て

も

行

わ

れ

て

当

り

七

〇

プ

米

の

作

付

け

面

積

と

総

生

産

量

は

表

五

陀

示

す

涌

り

で

あ

る

°

面

積

が

め
、

コ
コ

ゴ

ム

の

Ji 茶
、

る
°

二、
ヽ

ヘ

ナ

ッ

ツ

ク

タ

ー

ル

以

下

の

小

規

模

農

家

は

低

ぽ

九

〇

伶

で

あ

る

°

占

め

て

い

る

。

占

め

て

い

る

°

ゴ

ム

、
茶
、

ス

う

輸

出

志

向

型

プ

的

陀

重

要

で

あ

り

、

％

妬

達

し

、 コ
コ

JV 

ヽ

ゴ

ム

、

総

生

産

量

で

「
も
み
」

い
る
°

い
る
。

こ

の

よ

う

な

熱

心

な

研

究

の

成

果

と

し

高

収

量

品

種

の

導

入

が

困

難

で

あ

病

害

虫

妬

強

い

高

収

量

品

種

の

栽

培

促

焦

政

府

は

ス

い
る
。

の
一
―
―
作
物
を
扱

主

妬

国

内

市

場

向

け

米

穀

お

よ

び

食

糧

作

全

耕

地

面

積

の

低

ぽ

四

三

作

物

の

年

間

輸

出

額

は

総

輸

出

額

財

政

収

入

の

の

耕

地

面

積

の

五

〇

伶

は

、

テ

ー

ト

で

棉

成

さ

れ

て

二

五

％

が

大

規

模

工

す

る

国

内

農

業

部

門 コ
コ

を

占

こ

れ

ら

の

特

色

は

リ

ラ

ン

カ

の

主

要

作

物

で

あ

る

米

作

気

象

条

件

花

応

じ

た

肥

料

の

利

用

花

関

す

る

多

く

の

同

様

の

研

究

は

、

の

年

間

生

産

量

が

一
億
―
―
―
―
I

0

0
万

プ

と

い

う

米

の

自

給

生

産

の

臨

界

点

妬

逹

し

た

0

残

り

の

七

五

伶

は

小

規

模

な

土

ス
テ

い
る
°

0

0
ェ

ー

カ

ー

茶

の

耕

地

面

積

の

一

―

―

分

の

二

お

よ

び

八

ー

ニ

〇

伶

を ％

を

ナ

ッ

ツ

の

三

作

物

部

門

は

経

済

物

を

栽

培

す

る

後

進

地

区

農

民

層

を

中

心

と

ラ

ン

テ

ー

シ

ナ

ッ

ツ

ヨ

ン

部

門

米

作

農

家

の

う

ち

、

表4: 3作物の栽培面積、 生産高および輸出額

ッ
シ

ェ

Jv 

（
も
み

エ

ー

カ

ー

土地

作物名
栽培面積（ヽ a) 平均生産高 （百万K9) 平均翰出額 （百万. SDR) 

1 9 8 2年 1978-83年 1 9 8 6年 1978-83年 198 6年

茶 207,145 I 9 5. 6 2 11. 3 298 281 

ゴ ム 264,567 13 8. 4 138. 5 115 80 

ココナッツ 3 I 3, 12 4 2 2 8. 6 3 0 2. 2 66 49 
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表6: 人口構成と人口分布

セ ン サ ス 年
年齢区分／地域

1 9 5 3 1 9 6 3 I 9 7 I 1 9 8 1 

総 人 口 8,097,900 1 0, 582,000 1 2, 689,897 14,846,750 

0 - 1 4 歳 3, 2 14, 8 6 6 4,391.530 4, 9 4 9, 0 5 9 5,226,056 

l 5 --l 9歳 4,445,747 5,555,550 6, 9 4 I, 3 7 4 8,640,809 

6 0歳以上 437,287 634,920 7 9 9, 4 6 4 779,885 

農村人口 6,858,767 8,565,705 8, 8 4 1, 7 81 11, 6 5 4, 2 61 

都市人口 I, 2 3 8, I 3 3 2, O I 6,285 2, 8 4 8, 1 16 3,192,489 

農業就業者数 3,201,000 3,686,000 4, 148, 0 0 0 5,920,000 

プ

ヽ ヽ

ヽ

コ

シ
ヨ

油

脂

作

物

、

ゥヽ

シ

ナ

モ

ン

、

以

上

化

加

え

て

、

物

も

ま

た

、

し

て

い

る

°

る
。

コ
コ

根
菜
類
、

ヽ

ア
、

源

用

地

含

し

た

機

関

は

四

つ

妬

分

類

さ

れ

る

。

こ

れ

ら

四

つ

る

諸

機

関

は

下

記

の

通

り

で

あ

る

°

①

食

糧

作

物

農

業

：

米

、

③

土

地

利

用

、

④

牧

畜

お

よ

ぴ

漁

業

②
 

二、

九

五

0
年

代

末

ま

で

、

ナ

ッ

ツ

年

生

作

物

物
、

ー
プ

画

を

包

よ

ぴ

計

開

発

お
農

業

い
る
°

さ

れ

て

カ

ー

ダ

モ

ン

の

よ

う

な

一

年

生

作 ク
コ

そ

の

他

の

食

糧

作

物

は

雑

穀

、

ロ 変

動

香

辛

料

を

含

む

広

範

囲

の

短

期

栽

培

作

物

を

示

し

て

年

妬

よ

り

気

象

条

件

を

反

映

し

、

主

陀

輸

出

用

と

し

て

栽

培

ヒ

こ

れ

ら

の

作

物

の

栽

培

面

積

は

、

V> 

作
野
菜
、

豆
類
、

の

サ

プ

グ

ル

ー

プ

花

属

す

表 5: 農業生産

物
・
・
茶
、

果
物
、

の

主

な

サ

プ

グ

他

の

食

糧

作

砂

糖

き

び

、

水

資

源

お

よ

び

森

林

資

ス

リ

ラ

ゴ

ム

、

ン
コ
コ ｝レ

米 その他の食糧作物

年 次 作付け面積 平均収量 生 産 量 作付け面積 生産量
（し） (K9/ta) (t) （ヽa) (t) 

1960-61 595,703 1863 899,292 n~a. n. a. 

1970-71 725,864 2368 1,395,780 l 6 0, 6 2 2 183,205 

1980-81 8 8 2, 5 8 3 2983 2,229, 3 4 7 222,218 744,911 

1985-86 895,338 3507 2, 5 8 6, 3 7 2 2 0 7, 5 5 5 729,095 
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① 

多

様

化

傾

向

は

明

白

な

も

の

と

な

っ

て

き

た

0

国

穀

物

の

多

様

化

を

通

し

た

基

本

食

糧

項

目

の

最

適

生

産

い
る
°

部

門

陀

対

し

て

個

別

の

計

画

を

作

成

く

た

め

妬

是

非

と

も

必

要

と

さ

れ

る

基

本

的

な

と

と

で

あ

る

°

界

的

な

概

念

で

あ

る

ば

か

り

で

は

な

く

、

農

業

生

産

忙

お

け

る

各

地

方

の

特

産

化

の

考

え

は

、

口

各

地

方

の

農

産

物

特

産

化

較
し
、

VIII 
（一） 大

部

分

の

国

家

開

発

計

画

は

値

接

的

に

ま

た

は

間

接

的

妬

農

民

の

屈

用

機

会

を

創

設

し

、

所

得

を

増

加

さ

せ

、

会

基

盤

を

整

備

す

る

た

め

の

補

助

を

行

っ

お
も
な
発
展
段
階

農

業

所

得

水

準

と

雇

用

機

会

農

業

所

得

を

基

礎

と

し

た

農

業

発

展

は

、

計

画

妬

と

っ

て

緊

急

の

課

題

で

あ

る

。

相

応

の

所

得

を

得

ら

れ

る

と

き

陀

‘

る

で

あ

ろ

う

。

が

高

い

と

と

、

可

欠

な

と

と

と

さ

れ

て

ス

リ

ラ

ン

カ

妬

お

い

て

、

一

般

花

認

め

ら

れ

て

農

業

開

発

計

画

が

異

な

っ

す

る

と

と

が

必

要

と

さ

れ

て

あ
り
、

い
る
°

生

産

す

る

す

べ

そ

れ

ゆ

え

、

政
策
、

い
る
° て

制
度
、

地

域

の

特

産

化

を

扱

う

と

と

は

限

て

の

も

の

を

消

費

し

て

い

た

が

、

っ

た

農

業

経

営

を

行

っ

ス

リ

ラ

ン

カ

妃

お

け

る

農

業

発

展

若

い

世

代

は

、

農

業

が

他

の

職

業

と

比

農

業

を

選

択

し

、

今

日

で

は

大

市

場

等

の

社

農

業

忙

従

事

す

農

業

の

成

長

を

維

持

す

る

た

め

妬

は

、

農

業

生

産

物

が

滴

正

価

格

で

販

売

で

き

る

こ

と

等

の

誘

因

が

不

い

る

こ

と

で

あ

る

°

る

た

め

化

多

く

の

努

力

が

な

さ

れ

て

た

農

業

地

城

、

と

の

方

針

を

行

動

計

画

妬

組

み

入

れ

い

る

こ

と

を

意

味

し

て

他

の

食

糧

作

物

の

重

要

性

が

認

め

ら

れ

、

性

の

面

か

ら

み

る

と

、

い
る
°

て

い

る

。

収

量

水

準

構

造

を

育

成

し

て

と

の

と

と

は

、

過
去
―

-
0
年

間

妬

穀

物

の

し

か

し

な

が

ら

、

米

の

生

産

は

第

二

の

地

位

を

保

っ

働

力

の

恋

化

を

示

し

た

も

の

で

あ

る

°

医
療
、

教
育
、

部

分

の

就

業

者

は

商

品

ベ

ー

ス

花

の

い
る
°
灌
漑
、

道
路
、

て

研

優

先 V> 

表

六

は

人

口

及

び

農

業

労

ヵ

妬

お

け

る

国

内

農

業

部

門

の

農

業

従

事

者

は

生

存

最

低

限

の

水

準

陀
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③ 

い
る
。

よ

ぴ

関

連

部

門

を

通

し

て

、

よ

り

よ

究

水

準

と

そ

の

研

究

を

拡

充

し

て

う

な

優

先

性

妬

比

例

し

て

い

く

と

と

花

対

す

る

支

持

は

こ

の

よ

良

質

の

種

子

は

最

低

価

格

補

償

制

度

は

限

界

的

効

用

妬

す

ぎ

ず

、

各

地

域

レ

ベ

す

る

戦

略

が

取

ら

れ

て

お

り

、

ス

拡

大

が

図

ら

れ

て

加

妬

よ

り

、

償

制

度

が

再

検

討

さ

れ

て

お

り

、

を

考

慮

す

る

と

、

農

民

自

身

妬

よ

っ

委

ね

ら

れ

る

と

と

を

意

味

し

て

農

業

計

画

の

主

な

目

標

は

、

め

る

方

向

妬

向

け

て

、

産

妬

対

し

価

格

を

補

償

し

、

こ

れ

ら

の

穀

物

に

注

意

を

向

け

る

た

め

個

人

融

資

制

度

が

市

場

を

運

営

す

る

ー
ス

行

う

と

と

は

容

易

な

と

と

で

は

な

い

o

民

の

意

向

を

反

映

さ

せ

る

こ

と

は

、

で

こ

れ

ら

の

穀

物

市

場

を

操

作

す

る

た

め

の

国

家

市

場

機

構

が

機

能

す

る

た

め

妬

導

入

さ

れ

て

て

行

わ

れ

て

い

る

°

最

終

決

定

が

農

民

自

身

の

希

望

陀

目

的

を

履

行

す

る

う

え

で

重

要

課

題

と

な

る

。

豆

の

よ

う

な

基

本

食

糧

の

生

市

場

を

確

保

し

、

対

す

る

保

護

を

す

る

よ

う

な

形

で

農

民

紀

対

す

る

保

障

を

行

っ

現

在

の

農

業

計

画

化

は

栄

養

の

重

嬰

性

も

導

入

さ

れ

て

い

る

°

は

必

要

な

栄

養

価

妬

つ

な

努

力

を

行

っ

④

営

養

水

準

て

い

て

慎

重

仰

対

処

し

、

農
業
、

医
療
‘

教

育

お
政

府

生

産

妬

関

す

る

最

終

あ

ら

ゆ

る

計

画

妬

農

農

民

の

教

育

が

計

画

国

際

的

低

価

格

競

争

侭

い

栄

養

を

提

供

す

る

た

め

陀

継

続

産

を

極

大

化

す

る

よ

う

に

計

画

す

る

こ

と

で

あ

る

°

政
府
は
、

て
い
る
°

穀

物

生

米
、

乳
糖
、

魚
、

必

需

品

の

な

か

で

も

よ

り

自

立

性

を

高

い
る
°

従
っ
て
、

決
定
は
、

し
か
し
、

す

べ

て

の

農

業

部

門

を

包

括

す

る

農

業

開

発

計

画

を

R

政

府

の

各

部

門

お

よ

び

諸

活

動

妬

お

け

る

計

画

上

の

特

有

の

複

雑

さ

た
め
、

の

サ

ー

ビ

さ

れ

て

い

る

°

あ
る
°

ま
た
、

コ

マ

ー

シ

ャ

ル

． 

よ

り

適

切

忙

組

織

化

さ

れ

て

い

る

°

い
る
。

い
る
°

ベ

い
る
°

現

行

の

最

低

価

格

補

種

子

の

生

産

は

民

間

部

門

の

参

ル

で

穀

物

の

多

様

化

を

図

る

た

め

の

試

験

研

究

を

強

化

般

妬

入

手

困

難

で

市

場

は

分

断
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6
月
4
日

5
月
28
日

5
月

18
日

APDA• 

m霊本
協
会
理
事
会
を
開
催
。

m昭
和
六
十
二
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算

③
昭
和
六
十
三
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算

岡
理
事
欠
貝
補
充
に
つ
い
て

中
国
国
家
計
画
生
育
委
員
会
訪
日
団
と
調
壺
実
施
協
議

広
瀬
次
雄
事
務
局
長
、
他
）

（
黒
田
俊
夫
理
事
‘

中
国
国
家
計
画
生
育
委
員
会
訪
日
団
と
調
企
実
施
協
議

（
広
瀬
次
雄
事
務
局
長
、
他
）
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~ 

九 九 十九
七 七 七
四 四 十三

四 I 
四 十

i 十
八
ヽ

9 弓 シ ア
宜 食 衆国 ア ジ

゜ ゜
言 糧 貨 際 そ 国 ‘ア

プ 人要各八書 と 世参人 官 Wi令 の 阿佐岸会フ 人
を ロ 請国 月 署 人 界超 ロ 庁 他部藤 議イ ロ
と す政及名 ロ で党問

ヽ
レ 昭 信貝 リ 事

る 食 る 府び .. に 初派題 マ I 吾隆介へ ピ情
こ 糧五に 十佐 関 の議議 ス ノゞ

ヽ 日 ン視ヘ

と 問項現ー藤 す 試貝 員 コ I 山 団 本-察

を 題 目 実月 る みー懇 ミ 崎長- 団

要解か 的の隆 宜 で一談 関 ↓ = 屯 - 派

請決 ら 且世 言 あ 九会 係 男
ヽ

遣

し の成つ 界 6 る 名
6 

等 ィ ‘田 ヘ

た為 る 果人 ゜ で設 デ 加 中 イ
宜 ゜敢 ロ 国 発立 イ 藤龍 ン

言 国 な へ連 足へ ン シ 夫 ド
文連 諸食 於式 ° ム工 グ ズ

ヽ ヽ

゜ に 政糧 ．．曲’‘ 長 ス 工 八 夕

リ 策会 国 ．． ヽ
田 ィ

I を 議 連 岸 花 貞

ダ 採に 本 村 義 イ
I る 先 部 信 仁 ン

シ よ JL ， 
ヽ 介 八 ド
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